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永らく使われてきたBAS2000ですが、もう年が年なものであちこちガタが来はじめてい
ます。特に高精細プリンタとして接続してある PICTRO2000は、可動部分の劣化が激し
く、頻繁にエラーを出して印刷に失敗するようになってしまいました。しかも、困ったこ
とにBAS2000は2000年問題をクリアしていないので、来年以降いつまで動いてくれる
か、予断を許さない状況です。
さいわい、すぐ近くに同じ FUJIのLAS1000があってPICTRO3000も繋がっていること
ですし、こちらに画像を転送してImageGaugeを使えれば、解析や印刷も楽に出来るし、
ついでに解析結果の数値の使い回しもチョー簡単になります。必要な作業手順を検討して
みましたので御覧ください。

I. ファイルの転送

基本設定はすべて済ませてありますので、アップルメニューから
「BAS2000」を開いて下さい。BAS2000のimgeディレクトリの
一覧が出てきます。ディレクトリの中身を見たければダブルク
リックすればいいですし、欲しいファイルを見つけたら、クリッ
クで選択してデスクトップにドラッグするとか「 」メ

ニューから「 」するとか、簡単に転送できます。

ここで、.imgの拡張子がついたファイルが画像本

体、.infの拡張子がついたファイルは画像のサイ

ズや解像度の情報が入ったテキストファイルで
す。画像ファイルはもちろん、テキストファイル
も後で使いますので、必ずセットで転送してくる
ようにして下さい。



II. ImageGauge起動、画像読み込み

ImageGaugeの起動については、今さら説明するまでもないで
しょう。アップルメニューから「 LAS1000解析ソフト」を開く
だけですね。

重要なのはここからです。図のように「 」

→「 」と選 ん で い き ま す が 、 こ の

時、.imgファイルと同じフォルダに、.infファイ

ルが存在する必要があります。画像の縦横サイ
ズや解像度はこちらに書いてあるからです。例
として一つ挙げますと、右の図のC.infを読む

と、この画像が20cm X 40cmのプレートを
200µm x 200µmの解像度で8bitモード(256
色)で読んだ、横1024dot縦2048dotの画像で
あることがわかるわけです。Image Gaugeや
BASstationは、 .imgファ

イルを呼び出す時に、同時に.infファイル

を読んで、必要な情報を自動的に入手し
てくれているというわけです。
ちなみにこの.infファイル、ファイルオー

プンのダイアログでは表示されませんの
で焦らないようにして下さい。

III. 印刷の設定

さて、読み込んでしまえばあとは好きなように解析すればいいんですが、意外と需要の多
い「原寸大の印刷」というヤツを試してみましょう。
「 」メニューから、「 」や「

」を選んだ時、おせっかいなソフトウェ

アはとりあえず今選んでいる紙に一番大きく印刷
されるようにScaleの値を調整してくれます。こ
れを100%に戻して下さい。100%にできない場
合は、印刷可能な範囲よりも大きな画像を扱って
いるということなので、少しトリミングしないと
いけません。上の方の「 」を切り替

えると「 」になりますので、適当に

削ってしまいましょう。これでOKです。



IV. OHPシートのセット

そうそう、OHPシートに印刷したいという需要も多いですから、ついでに Pictrography
3000にOHPシートをセットする方法も解説しておきます。
この写真は、Pictrography 3000
の光沢紙とOHPシートのマガジン
で、青いラベルでSGと書いてある
のが光沢紙(Standard Grossy)、
赤いラベルでTPと書いてあるのが
OHPシート(TransParency)です。
それぞれ左下に2cmくらい紙の先
が見えているのがおわかりでしょ
うか。これ、マガジンの中に入り
込んじゃうとどうしようもなく
なっちゃいますので取り扱いには
ご注意ください。
下の2枚の写真はマガジンを交換し
ているところです。マガジンの隣
に交換方法を書いたシールが貼ってありますので参考にして下さい。とはいっても、今
入ってるのを引き出して、紙の先が折れ曲がったりしないように気を使いながら、新しい
マガジンを押し込むだけですが。

なお、OHPシートを使った後は、
必ず自分で光沢紙に戻して下さ
い。次の人に迷惑を掛けないため
のささやかな心遣いとして、よろ
しくお願いします。
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